
令和５（2023）年令和５（2023）年第810号広報あやべ
令和５年度当初予算
里山交流研修センターを
リニューアル
機構改革と人事異動
あやべ春の花だより
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フレッシュな26人が入庁！
　４月１日、新たに26人が市職員に。市民一人ひとりの幸せの実現
に向けて頑張ります!!
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令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
財
政
運
営
を
基
本
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
２
９
４
７
）

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
社
会
を
見
据
え
て
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

令
和
５
年
度
当
初
予
算

一般
会
計
は
２
年
連
続
過
去
最
大
規
模

　令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般

会
計
１
８
６
億
１
７
６
９
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
２
・
９
㌫
増
。
物
価
高
騰
へ

の
対
応
や
感
染
症
対
策
、
子
育
て
支
援

の
充
実
に
よ
り
２
年
連
続
で
過
去
最
大

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
国
の
補
助
金
を
確
保
し
、

（
仮
称
）
駅
北
複
合
施
設
の
整
備
や
小

学
校
の
大
規
模
改
修
な
ど
の
予
算
を
、

令
和
４
年
度
３
月
補
正
予
算
に
前
倒
し

で
計
上
。
令
和
５
年
度
の
実
質
的
な
予

算
額
は
、
前
倒
し
の
予
算
と
合
わ
せ
る

と
１
９
０
億
７
４
４
万
円
（
対
前
年
度

比
３
・
７
㌫
増
）
で
す
。

過
疎
債
を
有
効
活
用

　歳
入
の
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税

収
入
は
46
億
２
７
８
万
円
（
同
比
４
・

８
㌫
増
）
と
し
ま
し
た
。
固
定
資
産
税

を
中
心
に
増
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水

準
並
み
に
回
復
す
る
見
通
し
で
す
。
市

債
（
借
入
金
）
は
、
13
億
５
９
０
０
万

円
（
同
比
10
・
８
㌫
増
）。
昨
年
４
月

の
過
疎
地
域
の
指
定
に
伴
う
過
疎
対
策

事
業
債
な
ど
、
返
済
に
対
す
る
国
か
ら

の
財
源
措
置
の
割
合
が
高
い
有
利
な
市

債
を
活
用
し
ま
す
。

　ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
積
み

立
て
た
地
域
振
興
基
金
か
ら
２
億
５
０

６
６
万
円
（
同
比
１
６
０
・
８
㌫
増
）

を
取
り
崩
し
、
ハ
ー
ド
事
業
等
の
財
源

に
充
て
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　歳
出
で
は
、
物
価
高
騰
・
感
染
症
対

策
に
加
え
▽
子
育
て
・
教
育
支
援
▽
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
▽
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進
▽
安
全
・
安

心
▽
移
住
・
定
住―

に
関
す
る
施
策
に

予
算
を
重
点
配
分
し
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
多

く
の
施
策
を
実
施
。「
医
・
職
・
住
・

教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

歳入歳出の状況
（一般会計）

依存財源  62.9％
117億949万円

自主財源  37.1％
69億820万円

市税24.7％

地方交付税
27.0％

繰入金
9.0％

分担金・負担金
0.2％

使用料・手数料
2.1％

財産収入
寄附金
諸収入
繰越金
1.1％

国庫支出金
12.7％

府支出金
9.3％

市債
7.3％

地方譲与税ほか
6.6％

歳 入
186億1,769万円

人件費21.2％

維持補修費
0.6％

公債費
6.6％

積立金　0.9％

出資金・貸付金　2.5％

扶助費18.4％

補助費等
11.4％

物件費
17.5％

繰出金
9.4％

普通建設事業費
11.5％

歳 出
性質別

186億1,769万円

186億1,769万円
93億8,687万円
128億9,359万円

408億9,815万円

一般会計
特別会計
公営企業会計

　　合計

令和４年度への前倒し計上分
　　　　　　　　　 ３億8,975万円

当初予算の規模

地域子育て支援拠点施設整備事業費　43,513千円
　駅北複合施設内に雨天時の子どもの遊び場や子育て世代
　が交流できるスペースを整備
こども発達支援拠点施設整備事業費　29,222千円
　旧綾部幼稚園に、発達に支援が必要な児童とその家族を
　サポートする施設を整備
保育所等副食費支援事業費　5,316千円
インフルエンザ予防接種補助事業費　14,582千円
ヤングケアラー対策事業費　5,326千円
子育て世帯住宅支援事業費　5,000千円
　多子世帯、三世代同居などの住宅リフォームに対する支援
清山荘大規模改修事業費　4,829千円＝写真②
庁舎改修整備事業費　1,947千円
　議会傍聴席に車いす用傍聴席を整備

誰もが安心して住み続けられる優しいまちづくり医

令和４年度へ前倒した事業
（令和４年度３月補正予算）

新図書館整備事業費　198,830千円＝写真⑤
不登校等対応事業費　5,314千円
　綾部中学校内に学びの場を設置
市民プール改修事業費　150,000千円＝写真③
小学校・中学校等給食費補助事業費　19,530千円
　幼稚園、小学校、中学校の給食費にかかる保護者負担を軽減
小学校大規模改修事業費　66,572千円
自治体ＤＸ推進事業費　33,188千円
あやべ水源の里トレイルラン開催事業費　1,000千円
　スポーツ観光推進のため、大会のサポートやにぎわいづ
　くりを支援
マイナンバーカード取得促進事業費　44,000千円
　国のポイント制度終了後に、マイナンバーカードを取得
　した人にプリペイドカードを進呈

次世代を担う子どもたちを育み豊かな社会をつくる
情報発信に努め綾部ファンを増やす

教育
情報発信

2

西部地域消防防災拠点施設整備事業費　12,954千円
西部地域振興センター整備事業費　2,332千円
　物部営農指導センター隣接地に行政窓口併設の消防防災
　拠点施設を整備
新都市公園整備事業費　158,000千円＝写真①
下水道接続補助金　10,617千円
　低所得世帯の下水道接続費用を補助
災害対応ドローン整備事業費　3,347千円
あやべにぎわいづくり補助金　2,000千円
　地域ににぎわいと活力をもたらすイベントを支援
自治会活動活性化推進費　6,300千円
　自治会連合会が取り組む環境保全活動を支援
スローライフ・フォーラムｉｎ綾部開催事業費　800千円
　ゆったりとしたライフスタイルを楽しむスローライフを
　考えるフォーラムの府内初開催に向けた支援

災害に強く環境に優しい安全安心で元気なまちづくり住

地域交流センター整備事業費　123,046千円＝写真④
　駅北複合施設内にコンベンション機能を持つ地域交流セ
　ンターを整備
緊急金融支援信用保証料補助金　2,500千円
　府の融資制度を利用した事業者に信用保証料の一部を補助
ものづくり企業振興補助金　40,200千円
　生産設備の導入や福利厚生などの取り組みを支援
認定農業者経営発展支援事業費　10,000千円
緊急人材確保対策事業費　902千円
スマート農林水産業実装チャレンジ事業費　9,318千円
「京の米」生産イノベーション事業費　1,963千円
　市場競争力のあるコメの生産効率を上げるため、農業者
　団体等の機械導入を支援

ものづくり産業を振興し、雇用の場と人材の確保職

（仮称）駅北複合施設整備事業費＝写真⑥
　新図書館整備事業費
　地域交流センター整備事業費
　地域子育て支援拠点施設整備事業費
府営ため池等整備事業費
小学校大規模改修事業費

268,800千円
134,400千円
89,600千円
44,800千円
1,500千円

119,445千円

② ③

④

①

⑤

⑥
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５
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掲
げ
る
多

く
の
施
策
を
実
施
。「
医
・
職
・
住
・
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歳 出
性質別

186億1,769万円

186億1,769万円
93億8,687万円
128億9,359万円

408億9,815万円

一般会計
特別会計
公営企業会計

　　合計

令和４年度への前倒し計上分
　　　　　　　　　 ３億8,975万円

当初予算の規模

地域子育て支援拠点施設整備事業費　43,513千円
　駅北複合施設内に雨天時の子どもの遊び場や子育て世代
　が交流できるスペースを整備
こども発達支援拠点施設整備事業費　29,222千円
　旧綾部幼稚園に、発達に支援が必要な児童とその家族を
　サポートする施設を整備
保育所等副食費支援事業費　5,316千円
インフルエンザ予防接種補助事業費　14,582千円
ヤングケアラー対策事業費　5,326千円
子育て世帯住宅支援事業費　5,000千円
　多子世帯、三世代同居などの住宅リフォームに対する支援
清山荘大規模改修事業費　4,829千円＝写真②
庁舎改修整備事業費　1,947千円
　議会傍聴席に車いす用傍聴席を整備

誰もが安心して住み続けられる優しいまちづくり医

令和４年度へ前倒した事業
（令和４年度３月補正予算）

新図書館整備事業費　198,830千円＝写真⑤
不登校等対応事業費　5,314千円
　綾部中学校内に学びの場を設置
市民プール改修事業費　150,000千円＝写真③
小学校・中学校等給食費補助事業費　19,530千円
　幼稚園、小学校、中学校の給食費にかかる保護者負担を軽減
小学校大規模改修事業費　66,572千円
自治体ＤＸ推進事業費　33,188千円
あやべ水源の里トレイルラン開催事業費　1,000千円
　スポーツ観光推進のため、大会のサポートやにぎわいづ
　くりを支援
マイナンバーカード取得促進事業費　44,000千円
　国のポイント制度終了後に、マイナンバーカードを取得
　した人にプリペイドカードを進呈

次世代を担う子どもたちを育み豊かな社会をつくる
情報発信に努め綾部ファンを増やす

教育
情報発信
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西部地域消防防災拠点施設整備事業費　12,954千円
西部地域振興センター整備事業費　2,332千円
　物部営農指導センター隣接地に行政窓口併設の消防防災
　拠点施設を整備
新都市公園整備事業費　158,000千円＝写真①
下水道接続補助金　10,617千円
　低所得世帯の下水道接続費用を補助
災害対応ドローン整備事業費　3,347千円
あやべにぎわいづくり補助金　2,000千円
　地域ににぎわいと活力をもたらすイベントを支援
自治会活動活性化推進費　6,300千円
　自治会連合会が取り組む環境保全活動を支援
スローライフ・フォーラムｉｎ綾部開催事業費　800千円
　ゆったりとしたライフスタイルを楽しむスローライフを
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し
て
の
機
能
を
大
幅
に
強
化
し
ま
し
た
。

今
後
も
交
流
人
口
の
拡
大
に
貢
献

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
11
年
３
月
に

廃
校
に
な
っ
た
豊
里
西
小
学
校
を
活
用

し
、
翌
年
９
月
に
滞
在
型
農
村
体
験
施

設
と
し
て
開
設
。
本
市
の
都
市
農
村
交

流
の
拠
点
と
し
て
里
山
ね
っ
と
・
あ
や

べ
が
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
は
、幸
喜
山
荘
を
建
設
。

ま
た
、
本
館
で
宿
泊
と
飲
食
が
で
き
る

よ
う
改
装
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
、

体
験
交
流
施
設
「
森
も
り
ホ
ー
ル
」
を

オ
ー
プ
ン
。
翌
年
に
は
、
京
都
産
業
大

学
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
た
め
「
綾
む
す
び
館
」
と

し
て
合
宿
施
設
に
位
置
付
け
る
な
ど
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、

更
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
が
令
和
３
年
度
か
ら
事
業
を
進
め

て
き
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
完
了
し
ま
し
た
。
４
月
26
日
に
は

竣
工
式
を
挙
行
。
５
月
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

機
能
強
化
し
都
市
と
の
交
流
を
加
速

　
同
施
設
の
本
館
で
あ
る
里
山
交
流
館

（
以
下
、
本
館
）
は
平
成
29
年
、
耐
震

強
度
不
足
が
判
明
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

幸
喜
山
荘
を
含
め
た
全
体
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
を
決
定
。
令
和

３
年
度
に
設
計
着
手
し
、
本
年
３
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
は
約
３
億
円
。
新
築
し
た

本
館
は
、
木
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
約
４
９
０
平
方
㍍
で
▽
宿
泊
室

（
洋
室
７
、
和
室
１
）▽
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
▽
体
験
室
（
大
部
屋
１
、
小

部
屋
１
）▽
ア
ト
リ
エ―

を
整
備
し
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
で
は
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
が
使
用
で
き
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
幸
喜
山
荘
の
１
階
は
宿
泊
者
用
の

食
事
場
所
に
改
修
し
、
和
室
と
土
間
席

で
ゆ
っ
た
り
と
食
事
を
楽
し
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施
設

と
、
既
存
の
森
も
り
ホ
ー
ル
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
サ
イ
ト
、
芝
生
の
中
庭
な
ど
も

含
め
、
滞
在
型
農
村
体
験
拠
点
施
設
と

施設案内
開館時間
休 館 日

営業時間
駐車台数
住　　所
アクセス

問い合わせ

ホームぺージ

　今回のリニューアルにより、
各種体験事業の幅が広がること
にわくわくしています。これま
で以上に、皆さんに楽しんでも
らえるイベントを検討中ですの
で、期待してください。「綾部は、
自分にとって必要な“何か”が見
つかる場所ではないか」という
期待を、訪れた人に持ち帰って
ほしいです。

里山ねっと・あやべ
事務局長

大力聡美さん

都市農村交流の拠点として機能拡充
里山交流研修センターをリニューアル

午前９時～午後10時（要予約）

毎週火曜日（祝日の場合はそ
の翌日）、年末年始（12月28
日～翌年１月４日）

午前９時～午後５時

24台

鍛治屋町茅倉９番地

あやバス西坂線「かじや（里
山交流研修センター前）」下車
すぐ

里山ねっと・あやべ
☎（47）0040
F（47）0084
https://ayabesatoyama.net/

施設の使用料金（消費税込み）
里山交流館
　（体験室（大）900円～、（小）500円～、アトリエ500
　円～）、コワーキングスペース１人400円～）
幸喜山荘
　（研修室700円～）
森もりホール
　（交流室500円～、多目的ホール：全面2,000円～、半面
　1,000円～）
宿泊料（１人あたり１泊）
　一般3,850円、高校生以下3,080円、小学生以下2,310円、
　３歳以下無料
※詳細はホームぺージを参照するか同センターへ問い合わせてください。

里山ねっと・あやべが中心になり、里山
交流大学（写真）など農村の魅力を発信
する取り組みを他市に先駆けて展開

❶天窓から光が差し込み中庭を望める
開放的なコワーキングスペース❷体験
室ではソバ打ち体験や陶芸教室など各
種催しの開催が可能❸宿泊室洋室に
は、京都府内産木材で作った２段ベッ
ド２対設置し最大30人まで宿泊が可
能❹幸喜山荘は大きな食堂があり大人
数の合宿などにも対応❺多目的トイレ
にはオストメイト対応トイレやおむつ
交換台を設置

❶

❹

❷❸

❺
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　春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節―

。
と

い
う
こ
と
で
歓
送
迎
会
の
機
会
が
増
え

た
。
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た

こ
と
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
と
銘
打
っ
て

開
催
さ
れ
る
宴
へ
の
お
招
き
が
目
立

つ
。
地
域
の
経
済
活
動
の
活
性
化
を
願

う
者
と
し
て
ま
ず
は
有
難
い
傾
向
で
あ

る
こ
と
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ

前
と
異
な
る
の
は
、
差
し
つ
差
さ
れ
つ

の
〝
返
杯
文
化
〞
は
影
を
潜
め
、
ま
た

お
膳
に
胡
坐
ス
タ
イ
ル
か
ら
椅
子
に
座

し
て
の
宴
席
が
増
え
た
こ
と
。
前
者
は

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
後
者
は
高
齢

化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
証
左
で
あ
ろ

う
か
。

　わ
が
身
と
酒
と
の
付
き
合
い
を
顧
み

る
と
、
原
点
は
大
学
の
柔
道
部
時
代
に

遡
る
。
稽
古
の
後
、
先
輩
猛
者
に
連
れ

ら
れ
る
の
は
学
生
街
に
あ
る
酒
屋
で
の

立
ち
飲
み
。〝
角
打
ち
〞
と
称
さ
れ
る

飲
み
方
で
、
今
は
無
き
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

と
い
う
巨
大
な
ビ
ー
ル
瓶
が
次
々
と
空

い
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
だ
。
そ
し
て

酒
と
言
え
ば
焼
酎
と
い
う
土
地
柄
の
た

め
、
薩
摩
の
芋
焼
酎
の
手
厳
し
い
洗
礼

を
受
け
た
も
の
だ
。

　社
会
人
に
な
る
と
海
外
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
た
。
米
国
留
学
時
代
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の

ワ
イ
ン
畑
を
訪
れ
、
に
わ
か
ワ
イ
ン
通

の
蘊
蓄
を
傾
け
た
。
日
本
酒
に
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
綾
部
に
戻
り
こ

の
職
に
就
い
て
か
ら
で
、
正
直
言
っ
て

銘
柄
に
拘
り
も
な
く
、
杯
を
仰
ぐ
の
は

も
っ
ぱ
ら
冷
酒
。
と
い
う
か
熱
燗
が
苦

手
の
た
め
、
真
夏
に
も
熱
燗
に
興
じ
る

左
党
の
嗜
好
に
は
つ
い
て
い
け
ず
、
キ

ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
や
冷
酒
に
喉

越
し
の
よ
さ
を
堪
能
し
た
も
の
だ
。
し

か
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
る
頃
か
ら
次

第
に
熱
燗
の
美
味
さ
も
分
か
り
か
け
て

き
た
の
は
、
こ
こ
に
き
て
日
本
人
の
血

が
騒
ぎ
だ
し
た
の
か
、
単
に
齢
を
重
ね

た
だ
け
な
の
か
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
酒
は
百
薬
の
長

と
も
な
れ
ば
、
一
瞬
に
し
て
毒
水
に
も

化
け
る
。
場
を
和
ま
せ
る
呼
び
水
に
な

る
一
方
、
程
を
過
ぎ
れ
ば
争
い
の
元
凶

と
も…

。
今
年
は
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
年
相
応
の
酒

の
飲
み
方
を
心
得
よ
う
か
、
な
ど
と
思

い
巡
ら
せ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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酒
の
飲
み
方

あ  

ぐ
ら

さ
か
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ぼ
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ち
く

こ
だ
わ
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ほ
ど

機
構
改
革
と
人
事
異
動

※太字は変更があった課と新設した担当

改　編　前 直通電話
(42)4215
(42)4217
(42)4214
(42)4249
(42)1801
(42)4259
(42)4339
(42)4261
(42)4262

企画戦略担当
連携推進担当
ふるさと納税担当
人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画調整担当
連携推進担当

人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画政策課

人権啓発推進室
人権推進課
高齢者支援課

地域包括支援課

企画政策課

高齢者支援課

人権推進課

改　編　後

人
事
異
動
で
新
体
制

　市
は
４
月
１
日
、
市
役
所
の
組
織
を

一
部
改
編
す
る
と
と
も
に
、
職
員
１
３

４
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
庁
舎
内
の
配
置
を
一
部

変
更
＝
７
面
。
異
動
後
の
体
制
（
課
長

級
以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す
＝
太
字

は
新
任
（
異
動
）。

 

市
長
公
室 

公
室
長
＝
岩
本
正
信
▽
次

長
（
秘
書
広
報
課
長
事
務
取
扱
）＝
野

間
知
亜
紀
▽
危
機
管
理
監
＝
塩
見
幸
作

▽
職
員
課
長
＝
吉
崎
裕
美
▽
防
災
・
危

機
管
理
課
長
＝
余
田
陽
一

 

企
画
総
務
部 

部
長
＝
志
賀
久
男
▽
財

務
担
当
部
長
＝
四
方
健
史
▽
理
事
＝
髙

橋
俊
行
▽
企
画
政
策
課
長
＝
鎌
部
秀
樹

▽
総
務
課
長
＝
塩
見
浩
一
▽
行
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
長
＝
上
田
英
之
▽
財
政
課

長
＝
村
上
寛
▽
税
務
課
長
＝
岸
本
孝
昭

 

市
民
環
境
部 

部
長
＝
上
原
季
司
▽
次

長
（
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
）＝
白

波
瀬
巧
▽
人
権
啓
発
推
進
室
長
（
人
権

推
進
課
長
事
務
取
扱
）＝
森
本
修
▽
市

民
・
国
保
課
長
＝
立
藤
聡
▽
市
民
協
働

課
長
＝
浅
尾
則
夫
▽
人
権
推
進
課
男
女

共
同
参
画
推
進
担
当
課
長
＝
塩
見
由
美

▽
環
境
企
画
課
長
＝
東
勝
史

 

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
吉
田
清
人
▽
次

長
（
こ
ど
も
支
援
課
長
事
務
取
扱
）＝

四
方
雅
弘
▽
技
監
（
地
域
包
括
支
援
課

長
事
務
取
扱
）＝
大
島
け
い
子
▽
社
会

福
祉
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
生
活
保

護
担
当
課
長
＝
大
槻
秋
夫
▽
こ
ど
も
支

援
課
主
幹（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）

＝
谷
口
留
美
子
▽
障
害
者
支
援
課
長
＝

四
方
麻
美
▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
松
原

哲
也
▽
保
健
推
進
課
長
＝
芦
田
正
彦
▽

同
課
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長
＝
平
岡

佳
子
▽
同
課
主
幹
＝
小
松
愉
紀
（
医
療

公
社
派
遣
）

 

農
林
商
工
部 

部
長
＝
大
島
順
彦
▽
技

監
＝
小
松
健
▽
商
工
労
政
課
長
＝
荻
野

達
徳
▽
農
政
課
長
＝
小
林
敏
和
▽
林
政

課
長
＝
新
井
栄
一
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
＝
大
槻
一
郎

 

定
住
交
流
部 

部
長
＝
朝
子
直
樹
▽
次

長
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務

取
扱
）＝
村
上
哲
也
▽
定
住
・
地
域
政

策
課
長
＝
潮
見
雅
敏
▽
観
光
交
流
課
長

＝
白
波
瀬
正
彦

 

建
設
部 

部
長
＝
四
方
博
▽
次
長
（
都

市
計
画
課
長
事
務
取
扱
）＝
奥
村
宣
幸

▽
技
監
（
建
築
課
長
事
務
取
扱
）＝
飯

田
政
利
▽
監
理
課
長
＝
蘓
理
忠
則
▽
建

設
課
長
＝
仲
井
渉

 

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

志
賀
由
佳

 

消
防
本
部 

消
防
長
＝
上
原
博
一
▽
消

防
署
長
＝
吉
田
好
弘
▽
副
署
長
兼
上
林

出
張
所
長
＝
諌
本
秀
明
▽
管
理
課
長
＝

佐
々
木
拓
也
▽
同
課
主
幹
＝
丸
岡
敦
史

▽
予
防
課
長
＝
湊
秀
明
▽
警
防
課
長
＝

岸
本
新
吾
▽
同
課
主
幹
＝
山
崎
正
吾

 

上
下
水
道
部 

部
長
＝
小
林
浩
子
▽
次

長
（
上
水
道
課
長
事
務
取
扱
）＝
十
倉

和
寿
▽
下
水
道
課
長
＝
野
々
垣
政
明

 

議
会
事
務
局 

局
長
＝
井
上
浩
豪
▽
次

長
＝
大
島
憲
一

 

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部
長
＝

大
槻
伸
一
▽
学
校
教
育
課
長
＝
斉
藤
さ

お
り
▽
同
課
主
幹
＝
青
木
賢
次
▽
八
田

幼
稚
園
長
＝
松
浦
宏
美
▽
社
会
教
育
課

長
兼
図
書
館
長
＝
立
藤
江
理
▽
同
課
主

幹
兼
資
料
館
長
＝
岡
坂
敬
子
▽
同
課
主

幹
兼
天
文
館
長
＝
白
波
瀬
利
恵

 

監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
三
本
木
紀

子整形外科
  田中 一哉医師

消化器外科
  片岡 智史医師

呼吸器外科
  岩﨑 雅医師

小児科
  藤原 早苗医師

市立病院に新任医師
　青野町の市立病院（高升正
彦院長）に４月１日、新たに
４人の医師が着任しました。

お確かめください
～一部の配置が変更に～

［本庁舎］

［西庁舎］
1階

［まちづくりセンター］ 2階

　市の組織を改編したことにより、４
月から市役所庁舎内の配置が一部変更
になりました。

※太字は配置を変更した部署
※西庁舎２階とまちづくりセンター１階は割愛 

2階

下水道課
農政課

林政課

秘書広報課
（秘書担当）

職員課

秘書広報課
（広報・広聴担当）

防災・
管理課

行政デジタル
推進課

総務課
（選挙管理委員会事務局）

農業委員会
事務局財

政
課

商
工
労
政
課

3階

建築課

建設課

議会事務局

都市
計画課

監理課

企
画
政
策
課

1階 情報公開
コーナー

環境企画課学校教育課

税務課会計課

玄関

市民
協働課

市民・国保課
（戸籍住民担当）

市民・国保課
（国保・高齢者医療担当）

市民・国保課
（福祉医療・年金担当）

社会教育課 玄関

社会福祉課 障害者
支援課

高齢者支援課
地域包括支援課

綾部井堰
土地改良区

監査委員
事務局

7 6

　春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節―

。
と

い
う
こ
と
で
歓
送
迎
会
の
機
会
が
増
え

た
。
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た

こ
と
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
と
銘
打
っ
て

開
催
さ
れ
る
宴
へ
の
お
招
き
が
目
立

つ
。
地
域
の
経
済
活
動
の
活
性
化
を
願

う
者
と
し
て
ま
ず
は
有
難
い
傾
向
で
あ

る
こ
と
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ

前
と
異
な
る
の
は
、
差
し
つ
差
さ
れ
つ

の
〝
返
杯
文
化
〞
は
影
を
潜
め
、
ま
た

お
膳
に
胡
坐
ス
タ
イ
ル
か
ら
椅
子
に
座

し
て
の
宴
席
が
増
え
た
こ
と
。
前
者
は

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
後
者
は
高
齢

化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
証
左
で
あ
ろ

う
か
。

　わ
が
身
と
酒
と
の
付
き
合
い
を
顧
み

る
と
、
原
点
は
大
学
の
柔
道
部
時
代
に

遡
る
。
稽
古
の
後
、
先
輩
猛
者
に
連
れ

ら
れ
る
の
は
学
生
街
に
あ
る
酒
屋
で
の

立
ち
飲
み
。〝
角
打
ち
〞
と
称
さ
れ
る

飲
み
方
で
、
今
は
無
き
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

と
い
う
巨
大
な
ビ
ー
ル
瓶
が
次
々
と
空

い
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
だ
。
そ
し
て

酒
と
言
え
ば
焼
酎
と
い
う
土
地
柄
の
た

め
、
薩
摩
の
芋
焼
酎
の
手
厳
し
い
洗
礼

を
受
け
た
も
の
だ
。

　社
会
人
に
な
る
と
海
外
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
っ
た
。
米
国
留
学
時
代
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の

ワ
イ
ン
畑
を
訪
れ
、
に
わ
か
ワ
イ
ン
通

の
蘊
蓄
を
傾
け
た
。
日
本
酒
に
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
綾
部
に
戻
り
こ

の
職
に
就
い
て
か
ら
で
、
正
直
言
っ
て

銘
柄
に
拘
り
も
な
く
、
杯
を
仰
ぐ
の
は

も
っ
ぱ
ら
冷
酒
。
と
い
う
か
熱
燗
が
苦

手
の
た
め
、
真
夏
に
も
熱
燗
に
興
じ
る

左
党
の
嗜
好
に
は
つ
い
て
い
け
ず
、
キ

ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
や
冷
酒
に
喉

越
し
の
よ
さ
を
堪
能
し
た
も
の
だ
。
し

か
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
る
頃
か
ら
次

第
に
熱
燗
の
美
味
さ
も
分
か
り
か
け
て

き
た
の
は
、
こ
こ
に
き
て
日
本
人
の
血

が
騒
ぎ
だ
し
た
の
か
、
単
に
齢
を
重
ね

た
だ
け
な
の
か
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
酒
は
百
薬
の
長

と
も
な
れ
ば
、
一
瞬
に
し
て
毒
水
に
も

化
け
る
。
場
を
和
ま
せ
る
呼
び
水
に
な

る
一
方
、
程
を
過
ぎ
れ
ば
争
い
の
元
凶

と
も…

。
今
年
は
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
年
相
応
の
酒

の
飲
み
方
を
心
得
よ
う
か
、
な
ど
と
思

い
巡
ら
せ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
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部
市
長
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酒
の
飲
み
方

あ  

ぐ
ら

さ
か
の
ぼ

う
ん
ち
く

こ
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わ

う

　 ま

ほ
ど

機
構
改
革
と
人
事
異
動

※太字は変更があった課と新設した担当

改　編　前 直通電話
(42)4215
(42)4217
(42)4214
(42)4249
(42)1801
(42)4259
(42)4339
(42)4261
(42)4262

企画戦略担当
連携推進担当
ふるさと納税担当
人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画調整担当
連携推進担当

人権福祉センター担当
男女共同参画担当
高齢者福祉担当
企画管理担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

企画政策課

人権啓発推進室
人権推進課
高齢者支援課

地域包括支援課

企画政策課

高齢者支援課

人権推進課

改　編　後

人
事
異
動
で
新
体
制

　市
は
４
月
１
日
、
市
役
所
の
組
織
を

一
部
改
編
す
る
と
と
も
に
、
職
員
１
３

４
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
庁
舎
内
の
配
置
を
一
部

変
更
＝
７
面
。
異
動
後
の
体
制
（
課
長

級
以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す
＝
太
字

は
新
任
（
異
動
）。

 

市
長
公
室 

公
室
長
＝
岩
本
正
信
▽
次

長
（
秘
書
広
報
課
長
事
務
取
扱
）＝
野

間
知
亜
紀
▽
危
機
管
理
監
＝
塩
見
幸
作

▽
職
員
課
長
＝
吉
崎
裕
美
▽
防
災
・
危

機
管
理
課
長
＝
余
田
陽
一

 

企
画
総
務
部 

部
長
＝
志
賀
久
男
▽
財

務
担
当
部
長
＝
四
方
健
史
▽
理
事
＝
髙

橋
俊
行
▽
企
画
政
策
課
長
＝
鎌
部
秀
樹

▽
総
務
課
長
＝
塩
見
浩
一
▽
行
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
長
＝
上
田
英
之
▽
財
政
課

長
＝
村
上
寛
▽
税
務
課
長
＝
岸
本
孝
昭

 

市
民
環
境
部 

部
長
＝
上
原
季
司
▽
次

長
（
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
）＝
白

波
瀬
巧
▽
人
権
啓
発
推
進
室
長
（
人
権

推
進
課
長
事
務
取
扱
）＝
森
本
修
▽
市

民
・
国
保
課
長
＝
立
藤
聡
▽
市
民
協
働

課
長
＝
浅
尾
則
夫
▽
人
権
推
進
課
男
女

共
同
参
画
推
進
担
当
課
長
＝
塩
見
由
美

▽
環
境
企
画
課
長
＝
東
勝
史

 

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
吉
田
清
人
▽
次

長
（
こ
ど
も
支
援
課
長
事
務
取
扱
）＝

四
方
雅
弘
▽
技
監
（
地
域
包
括
支
援
課

長
事
務
取
扱
）＝
大
島
け
い
子
▽
社
会

福
祉
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
生
活
保

護
担
当
課
長
＝
大
槻
秋
夫
▽
こ
ど
も
支

援
課
主
幹（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）

＝
谷
口
留
美
子
▽
障
害
者
支
援
課
長
＝

四
方
麻
美
▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
松
原

哲
也
▽
保
健
推
進
課
長
＝
芦
田
正
彦
▽

同
課
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長
＝
平
岡

佳
子
▽
同
課
主
幹
＝
小
松
愉
紀
（
医
療

公
社
派
遣
）

 

農
林
商
工
部 

部
長
＝
大
島
順
彦
▽
技

監
＝
小
松
健
▽
商
工
労
政
課
長
＝
荻
野

達
徳
▽
農
政
課
長
＝
小
林
敏
和
▽
林
政

課
長
＝
新
井
栄
一
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
＝
大
槻
一
郎

 

定
住
交
流
部 

部
長
＝
朝
子
直
樹
▽
次

長
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務

取
扱
）＝
村
上
哲
也
▽
定
住
・
地
域
政

策
課
長
＝
潮
見
雅
敏
▽
観
光
交
流
課
長

＝
白
波
瀬
正
彦

 

建
設
部 

部
長
＝
四
方
博
▽
次
長
（
都

市
計
画
課
長
事
務
取
扱
）＝
奥
村
宣
幸

▽
技
監
（
建
築
課
長
事
務
取
扱
）＝
飯

田
政
利
▽
監
理
課
長
＝
蘓
理
忠
則
▽
建

設
課
長
＝
仲
井
渉

 

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

志
賀
由
佳

 

消
防
本
部 

消
防
長
＝
上
原
博
一
▽
消

防
署
長
＝
吉
田
好
弘
▽
副
署
長
兼
上
林

出
張
所
長
＝
諌
本
秀
明
▽
管
理
課
長
＝

佐
々
木
拓
也
▽
同
課
主
幹
＝
丸
岡
敦
史

▽
予
防
課
長
＝
湊
秀
明
▽
警
防
課
長
＝

岸
本
新
吾
▽
同
課
主
幹
＝
山
崎
正
吾

 

上
下
水
道
部 

部
長
＝
小
林
浩
子
▽
次

長
（
上
水
道
課
長
事
務
取
扱
）＝
十
倉

和
寿
▽
下
水
道
課
長
＝
野
々
垣
政
明

 

議
会
事
務
局 

局
長
＝
井
上
浩
豪
▽
次

長
＝
大
島
憲
一

 

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部
長
＝

大
槻
伸
一
▽
学
校
教
育
課
長
＝
斉
藤
さ

お
り
▽
同
課
主
幹
＝
青
木
賢
次
▽
八
田

幼
稚
園
長
＝
松
浦
宏
美
▽
社
会
教
育
課

長
兼
図
書
館
長
＝
立
藤
江
理
▽
同
課
主

幹
兼
資
料
館
長
＝
岡
坂
敬
子
▽
同
課
主

幹
兼
天
文
館
長
＝
白
波
瀬
利
恵

 

監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
三
本
木
紀

子整形外科
  田中 一哉医師

消化器外科
  片岡 智史医師

呼吸器外科
  岩﨑 雅医師

小児科
  藤原 早苗医師

市立病院に新任医師
　青野町の市立病院（高升正
彦院長）に４月１日、新たに
４人の医師が着任しました。

お確かめください
～一部の配置が変更に～

［本庁舎］

［西庁舎］
1階

［まちづくりセンター］ 2階

　市の組織を改編したことにより、４
月から市役所庁舎内の配置が一部変更
になりました。

※太字は配置を変更した部署
※西庁舎２階とまちづくりセンター１階は割愛 

2階

下水道課
農政課

林政課

秘書広報課
（秘書担当）

職員課

秘書広報課
（広報・広聴担当）

防災・
管理課

行政デジタル
推進課

総務課
（選挙管理委員会事務局）

農業委員会
事務局財

政
課

商
工
労
政
課

3階

建築課

建設課

議会事務局

都市
計画課

監理課

企
画
政
策
課

1階 情報公開
コーナー

環境企画課学校教育課

税務課会計課

玄関

市民
協働課

市民・国保課
（戸籍住民担当）

市民・国保課
（国保・高齢者医療担当）

市民・国保課
（福祉医療・年金担当）

社会教育課 玄関

社会福祉課 障害者
支援課

高齢者支援課
地域包括支援課

綾部井堰
土地改良区

監査委員
事務局
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里
山
に
春
を
告
げ
る

あ
や
べ
春
の
花
だ
よ
り

市民50人が綾部市歌を大合唱
　市民が市歌に接する機会を増やそうと、市民有志で「みん
なで綾部の歌を歌う会」を結成しました。同会は３月11日、
とよさか町の綾部工業団地・交流プラザで綾部市歌を収録。
綾部市合唱連盟に所属する７つの合唱団から50人が参加し、
美しい歌声を響かせました。

　収録された市歌は毎日ＦＭいかるで放送。また、
収録の様子を「旬をお届け！撮れたてあやべ」（You
Tube）で公開しています。ぜひご視聴ください。

　市教育委員会は３月11日、上野町の綾部幼稚
園で同園の閉園式を開催。同園は、明治33年の
開園以来、１万8661人の卒園生を送り出しまし
た。閉園式には、卒園生や保護者ら約150人が参
加。卒園生の本町一丁目の田所卓さんは「友達と
遊んだ楽しい記憶があります。戦時中に通った、
たった１年の思い出が深く心に残っています」と
話しました。

綾部幼稚園122年の歴史に幕

　「第51回世界連邦推進全国小・中学生ポスター・
作文コンクール」の作文の部で、井上歩乃花さん（上
林中学校３年）が最高位の文部科学大臣賞を受賞。
２月25日、東京都新宿区で表彰式が行われました。
市内からはほかにも、作文の部で稲葉玄造さん（上
林中学校３年）と林奏和さん（豊里中学校１年）
が特賞を受賞するなど、６人が受賞する快挙とな
りました。

文部科学大臣賞
　３月28日、市少年少女消防クラブが「令和４年
度優良少年消防クラブ・指導者表彰」の「消防庁
長官賞」を受賞し、東京都千代田区で行われた表
彰式に出席しました。同クラブは、消防の仕事や
火災予防に興味がある市内在住の小学生で構成。
市内イベントのパレード参加や火災予防街頭啓発
の活動が、防災意識の向上に貢献したと評価され
ました。

消防庁長官賞

市内の児童・生徒が表彰
受賞された皆さんおめでとうございます

１　ミツマタ群生地（老富町）
２　松原梅林（和木町）
３　市梅林公園（舘町）
４　綾部大橋左岸（並松町）
５　山家城址公園（広瀬町）
６　里宮髙倉神社（里町）

1

3

5 4

6

2

市
内
に
は
季
節
の
花
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ウ
メ
に
始
ま
り
、
サ
ク
ラ
や
ミ
ツ
マ
タ

が
市
内
各
所
を
彩
り
ま
し
た
。
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認
知
症
は
身
近
な
病
気

　
日
本
で
は
、
少
子
化
や
平
均
寿
命
の

延
び
に
よ
っ
て
急
速
に
高
齢
化
が
進

行
。
寿
命
が
延
び
る
と
と
も
に
認
知
症

に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
増
え
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
病
気

や
障
害
な
ど
の
原
因
で
認
知
機
能
が
低

下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
病
気

で
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
に
対
す
る
誤
っ
た

認
識
や
差
別
も
根
強
く
、
人
権
に
関
わ

る
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

相
手
の
心
に
寄
り
添
い
正
し
い
理
解
を

　
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
日
常
生
活

で
の
動
作
や
意
思
の
疎
通
が
困
難
に
。

事
故
や
行
方
不
明
な
ど
を
懸
念
し
、
周

囲
の
人
が
行
動
を
制
限
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
認
知
症
を
よ

り
重
症
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
本
人

の
生
き
が
い
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
、

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

介
護
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
周
り
の
人
が
病
気
を
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

　
さ
り
げ
な
い
手
助
け
や
見
守
り
、
声

か
け
な
ど
、
地
域
の
理
解
と
支
え
が
あ

れ
ば
、
本
人
や
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑫
高
齢
化
社
会
と
認
知
症

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
本
市
は
令
和
３
年
９
月
６
日
に
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
環
境
に
関
す
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
を
ア
プ
リ
で
手
軽
に

　
ご
み
の
出
し
方
は
、
３
月
に
全
戸
配

布
し
た
「
守
ろ
う
ご
み
マ
ナ
ー
」
の
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（
記
事
Ｉ
Ｄ

２
９
７
４
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
４
月
10
日
か
ら
、
自
治

会
ご
と
の
収
集
日
や
各
ご
み
の
出
し
方

が
分
か
る
ア
プ
リ
「
５
３
７
４
．ｊ
ｐ
」

の
運
用
を
開
始
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
手
軽
に
、
ご
み
の
出

し
方
が
確
認
で
き
ま
す
。
確
実
な
ご
み

出
し
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
間
違
い
の
確
認
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
今
年
か
ら
、
ふ
た

だ
け
で
な
く
、
ラ
ベ
ル
も
剥
が
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
を
高
め
る
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
金
属
の
つ
い
た
も
の
が
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
に
出
さ
れ
た
り
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
資

源
物
の
カ
ン
類
に
出
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。金
属
部
分
を
外
す
か
、

燃
や
さ
な
い
で
処
理
す
る
ご
み
と
し
て

出
す
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
有
害
ご
み
で
出
す
な
ど
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
も
、
水
分
を
含
ん
だ
も
の
は
十
分
水

分
を
切
っ
て
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
環
境
負
荷

の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今日出すごみや次に出すごみを確認で
き、画面をタップ（クリック）すると、
ごみの種類と出し方が表示されます。
登録方法は、市のホームページ（記事
ＩＤ3144）で確認してください

②左手（学ぶ）はそのままにし、
右手の５指を折り曲げて下に向
け軽く下ろす（場所という手話）

①両手の手のひらを手前に向け
　斜めに立てて並べる
　（本を開いて勉強する様子）

今
月
の
手
話学

　校

①学ぶ＋②場所

　資料館春季企画展「今に伝わる山家城・山家陣屋」
＝本紙１月号参照＝期間中の５月３日、戦国武将変身
体験イベントを開催します。
　子どもにも分かりやすい優しい展示解説がありま
す。お楽しみください。

＜問い合わせ＞ 
資料館（月曜日休館）
☎(43)1366
F(43)2134

甲冑（レプリカ）を着て、
　　　　　戦国武将に変身しよう！

〇イベント開催日　５月３日（水・祝）
〇戦国武将変身体験　時間　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　※小学生対象。１人あたり15分程度
〇展示解説　時間　午後２時～（30分程度）
〇場　　所　資料館（里町）
〇入 館 料　無料（イベント参加も無料です）

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ご
　
み
　
な
　
し

マルシェでは、特産品などを販売し水源の里集落をＰＲしました

　
市
内
５
つ
の
集
落
か
ら
始
ま
っ
た

「
水
源
の
里
」。
活
動
の
輪
は
広
が
り
続

け
て
い
ま
す
。

綾
部
発
の
集
落
再
生
の
取
り
組
み

　市
は
平
成
18
年
、
過
疎
・
高
齢
化
が

進
み
集
落
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
「
限
界
集
落
」
を
「
水
源
の
里
」
と

呼
び
換
え
、
全
国
に
先
駆
け
「
水
源
の

里
条
例
」
を
制
定
。
定
住
促
進
▽
交
流

促
進
▽
地
域
産
業
の
振
興
▽
生
活
の
向

上―

を
目
標
に
定
め
、
集
落
支
援
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。

　平
成
24
年
に
は
、
水
源
の
里
指
定
要

件
を
引
き
下
げ
、
対
象
と
な
る
自
治
会

を
拡
大
。
集
落
の
高
齢
化
率
な
ど
一
定

の
要
件
を
備
え
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
集
落
を
「
水
源
の
里
」
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

住
民
主
体
で
水
源
の
里
振
興
を
推
進

　水
源
の
里
集
落
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
資
源
を
生
か
し
、
特
産
品
の
製
造
や

販
売
、
都
市
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、

市
内
の
水
源
の
里
集
落
が
集
ま
り
「
あ

や
べ
水
源
の
里
フ
ェ
ス
タ
」
＝
写
真
＝

を
初
開
催
。
集
落
間
や
企
業
・
他
団
体

と
連
携
し
、
水
源
の
里
地
域
の
活
性
化

や
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　本
市
の
水
源
の
里
指
定
集
落
は
、
令

和
４
年
度
末
時
点
で
20
自
治
会
。
次
号

か
ら
、
各
集
落
を
紹
介
し
ま
す
。

上
流
は
下
流
を
思
い
、
下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る

あ
や
べ
水
源
の
里

認
知
症
は
身
近
な
病
気

　
日
本
で
は
、
少
子
化
や
平
均
寿
命
の

延
び
に
よ
っ
て
急
速
に
高
齢
化
が
進

行
。
寿
命
が
延
び
る
と
と
も
に
認
知
症

に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
増
え
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
病
気

や
障
害
な
ど
の
原
因
で
認
知
機
能
が
低

下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
病
気

で
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
に
対
す
る
誤
っ
た

認
識
や
差
別
も
根
強
く
、
人
権
に
関
わ

る
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

相
手
の
心
に
寄
り
添
い
正
し
い
理
解
を

　
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
日
常
生
活

で
の
動
作
や
意
思
の
疎
通
が
困
難
に
。

事
故
や
行
方
不
明
な
ど
を
懸
念
し
、
周

囲
の
人
が
行
動
を
制
限
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
認
知
症
を
よ

り
重
症
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
本
人

の
生
き
が
い
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
、

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

介
護
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
周
り
の
人
が
病
気
を
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

　
さ
り
げ
な
い
手
助
け
や
見
守
り
、
声

か
け
な
ど
、
地
域
の
理
解
と
支
え
が
あ

れ
ば
、
本
人
や
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑫
高
齢
化
社
会
と
認
知
症

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

11 10

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
本
市
は
令
和
３
年
９
月
６
日
に
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
環
境
に
関
す
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
を
ア
プ
リ
で
手
軽
に

　
ご
み
の
出
し
方
は
、
３
月
に
全
戸
配

布
し
た
「
守
ろ
う
ご
み
マ
ナ
ー
」
の
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（
記
事
Ｉ
Ｄ

２
９
７
４
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
４
月
10
日
か
ら
、
自
治

会
ご
と
の
収
集
日
や
各
ご
み
の
出
し
方

が
分
か
る
ア
プ
リ
「
５
３
７
４
．ｊ
ｐ
」

の
運
用
を
開
始
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
手
軽
に
、
ご
み
の
出

し
方
が
確
認
で
き
ま
す
。
確
実
な
ご
み

出
し
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
間
違
い
の
確
認
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
今
年
か
ら
、
ふ
た

だ
け
で
な
く
、
ラ
ベ
ル
も
剥
が
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
を
高
め
る
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
金
属
の
つ
い
た
も
の
が
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
に
出
さ
れ
た
り
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
資

源
物
の
カ
ン
類
に
出
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。金
属
部
分
を
外
す
か
、

燃
や
さ
な
い
で
処
理
す
る
ご
み
と
し
て

出
す
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
有
害
ご
み
で
出
す
な
ど
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
も
、
水
分
を
含
ん
だ
も
の
は
十
分
水

分
を
切
っ
て
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
環
境
負
荷

の
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今日出すごみや次に出すごみを確認で
き、画面をタップ（クリック）すると、
ごみの種類と出し方が表示されます。
登録方法は、市のホームページ（記事
ＩＤ3144）で確認してください

②左手（学ぶ）はそのままにし、
右手の５指を折り曲げて下に向
け軽く下ろす（場所という手話）

①両手の手のひらを手前に向け
　斜めに立てて並べる
　（本を開いて勉強する様子）

今
月
の
手
話学

　校

①学ぶ＋②場所

　資料館春季企画展「今に伝わる山家城・山家陣屋」
＝本紙１月号参照＝期間中の５月３日、戦国武将変身
体験イベントを開催します。
　子どもにも分かりやすい優しい展示解説がありま
す。お楽しみください。

＜問い合わせ＞ 
資料館（月曜日休館）
☎(43)1366
F(43)2134

甲冑（レプリカ）を着て、
　　　　　戦国武将に変身しよう！

〇イベント開催日　５月３日（水・祝）
〇戦国武将変身体験　時間　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　※小学生対象。１人あたり15分程度
〇展示解説　時間　午後２時～（30分程度）
〇場　　所　資料館（里町）
〇入 館 料　無料（イベント参加も無料です）

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ご
　
み
　
な
　
し

マルシェでは、特産品などを販売し水源の里集落をＰＲしました

　
市
内
５
つ
の
集
落
か
ら
始
ま
っ
た

「
水
源
の
里
」。
活
動
の
輪
は
広
が
り
続

け
て
い
ま
す
。

綾
部
発
の
集
落
再
生
の
取
り
組
み

　市
は
平
成
18
年
、
過
疎
・
高
齢
化
が

進
み
集
落
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
「
限
界
集
落
」
を
「
水
源
の
里
」
と

呼
び
換
え
、
全
国
に
先
駆
け
「
水
源
の

里
条
例
」
を
制
定
。
定
住
促
進
▽
交
流

促
進
▽
地
域
産
業
の
振
興
▽
生
活
の
向

上―

を
目
標
に
定
め
、
集
落
支
援
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。

　平
成
24
年
に
は
、
水
源
の
里
指
定
要

件
を
引
き
下
げ
、
対
象
と
な
る
自
治
会

を
拡
大
。
集
落
の
高
齢
化
率
な
ど
一
定

の
要
件
を
備
え
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
集
落
を
「
水
源
の
里
」
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

住
民
主
体
で
水
源
の
里
振
興
を
推
進

　水
源
の
里
集
落
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
資
源
を
生
か
し
、
特
産
品
の
製
造
や

販
売
、
都
市
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、

市
内
の
水
源
の
里
集
落
が
集
ま
り
「
あ

や
べ
水
源
の
里
フ
ェ
ス
タ
」
＝
写
真
＝

を
初
開
催
。
集
落
間
や
企
業
・
他
団
体

と
連
携
し
、
水
源
の
里
地
域
の
活
性
化

や
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　本
市
の
水
源
の
里
指
定
集
落
は
、
令

和
４
年
度
末
時
点
で
20
自
治
会
。
次
号

か
ら
、
各
集
落
を
紹
介
し
ま
す
。

上
流
は
下
流
を
思
い
、
下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る

あ
や
べ
水
源
の
里



悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日（
火
）13
時
30

分
〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２

会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神

保
健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市

在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　
上
原
光

　
☎（
49
）０
１
５
５

　
障
害
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
３
１
８

放
任
果
樹
の
伐
採
を
補
助

　
市
は
、
ク
マ
な
ど
か
ら
の
被
害

を
防
止
し
、
安
全
な
集
落
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
集
落
で
管
理
さ

れ
な
く
な
っ
た
カ
キ
や
ク
リ
な
ど

の
伐
採
に
か
か
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
者
／
自
治
会
単
位
。
補

助
対
象
の
費
用
／
市
内
の
民
間
業

者
に
伐
採
を
委
託
す
る
た
め
の
費

用
。
補
助
金
額
／
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
。
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。
申
請
締
め
切
り
／

７
月
31
日（
月
）。
申
請
方
法
／
申

請
前
に
現
地
を
確
認
し
ま
す
の

で
、林
政
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
申
請
方
法
を
案
内
し
ま

す
。
そ
の
他
／
必
ず
し
も
希
望
に

　
☎（
42
）４
２
５
２

　
中
丹
東
保
健
所

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
適
用
期
間
を
「
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
５
年
５

月
７
日
ま
で
」
に
延
長
し
ま
し
た
。

問
市
民
・
国
保
課

　
☎（
42
）４
２
４
６

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　
綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
心

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
家
族
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害

者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の

害
者
見
舞
金
の
給
付
▽
市
営
住
宅

へ
の
家
族
と
し
て
の
申
し
込
み
│

そ
の
ほ
か
民
間
サ
ー
ビ
ス
で
、
家

族
と
し
て
利
用
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
F（
42
）２
０
３
０

母
子
家
庭
奨
学
金

　
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し

ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
、
ほ
か
の
奨
学
金
等
と
併
給

調
整
し
ま
す
。
年
度
途
中
に
対
象

要
件
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
支
給

額
の
返
納
が
必
要
で
す
。
申
請
／

毎
年
必
要
。
５
月
31
日（
水
）ま
で

に
こ
ど
も
支
援
課
へ
。
期
限
以
降

の
申
請
は
支
給
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
そ
の
他
／
５
月
11
、
18
、
25

日（
木
）は
、
受
付
窓
口
を
19
時
ま

で
延
長
し
ま
す
。
４
月
16
日（
日
）

９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま
で
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

問
こ
ど
も
支
援
課

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

　
冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
に

入
る
と
き
は
、
遭
遇
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携

帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を
示
し
ま

し
ょ
う
。
万
が
一
の
た
め
、
ク
マ

撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携
帯
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
早
朝
と
夕
方
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の

木
な
ど
は
早
め
に
伐
採
し
、
ク
マ

の
餌
と
な
る
も
の
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
人
に
注
意
喚
起

す
る
た
め
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
と

き
や
ク
マ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
も

の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
林
政
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ
り
を

野
町
）。
定
員
／
先
着
10
人
。
対

象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以

上
の
人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代

３
６
７
０
円
。
申
し
込
み
／
５
月

17
日（
水
）ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
障
害
者
支
援
課

へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
４

　
F（
42
）８
９
５
３

　 shogaishashien@
city.

ayabe.lg.jp

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　
国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
利
用
者
の
視
点
で
川
に
関

す
る
情
報
を
い
た
だ
き
、
適
正
な

維
持
管
理
に
役
立
て
る
た
め
に
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
／
７
月
１
日
〜
令
和
６
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳

以
上
の
人
。
定
員
／
６
人
（
選
考

委
員
会
で
選
考
）。
謝
礼
／
月
額

４
５
０
０
円
程
度
。
応
募
方
法
／

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
５
月
19

日（
金
）ま
で
に
福
知
山
河
川
国
道

事
務
所
へ
。
備
考
／
同
事
務
所

通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課

程
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
８
月
29
日
の

毎
週
火
曜
日
19
時
〜
21
時
。
８
月

15
日
は
除
く
。
場
所
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／

市
内
在
住
か
在
勤
の
16
歳
以
上
の

人
か
市
内
在
住
の
高
校
生
（
高
校

生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）。

定
員
／
先
着
20
人
。
費
用
／
テ
キ

ス
ト
代
３
３
０
０
円
。
申
し
込
み

／
５
月
12
日（
金
）ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
障
害
者
支

援
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
４

　
F（
42
）８
９
５
３

　 shogaishashien@
city.

ayabe.lg.jp

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

　
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中

で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
に
、
話

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講

座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
27
日
、
６
月
３
日
、

17
日
、
７
月
１
日
、
15
日
、
29
日
、

８
月
５
日（
土
）９
時
30
分
〜
16
時
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入

　
市
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
（
プ
ラ
ス
）

等
の
性
的
指
向
が
異
性
愛
の
み
で

な
い
人
や
性
自
認
が
出
生
時
と
異

な
る
人
な
ど
が
お
互
い
を
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
届
出
し
、
市
が
公
的

な
受
理
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

で
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
で
あ
る
こ
と

を
認
め
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。（
記
事
Ｉ
Ｄ

３
１
３
８
）

対
象
／
双
方
が
成
年
に
達
し
、
そ

の
一
方
か
双
方
が
本
市
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人
▽
双
方
が
現
在
婚

姻
し
て
お
ら
ず
、
届
け
出
を
し
よ

う
と
す
る
相
手
以
外
に
事
実
婚
の

関
係
に
あ
る
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
形
成
し
て
い
る
人
が
い

な
い
人
。
提
出
書
類
／
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
届
▽
住
民
票
の
写
し
か

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
▽
現
在

婚
姻
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
。
提
出
場
所
／
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）。
提
出
す
る

場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
／
犯
罪
被

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。

問
同
事
務
所

　
☎（
22
）５
１
０
４

　
F（
23
）６
７
４
１

４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
６
９
４
人
（
男
１

４
７
１
８
、
女
１
５
９
７
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
１
６
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

２
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

３
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
１
３
㌧
（
前
年
比
４
・

４
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
83
㌧
（
同
８
・
８
㌫

減
）
で
し
た
。

年
間
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
５
０
２
１
㌧
（
同
２
・
３

㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す

る
ご
み
は
９
４
７
㌧
（
同
０
・
４

㌫
減
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

＝メール

悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日（
火
）13
時
30

分
〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２

会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神

保
健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市

在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　
上
原
光

　
☎（
49
）０
１
５
５

　
障
害
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
３
１
８

放
任
果
樹
の
伐
採
を
補
助

　
市
は
、
ク
マ
な
ど
か
ら
の
被
害

を
防
止
し
、
安
全
な
集
落
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
集
落
で
管
理
さ

れ
な
く
な
っ
た
カ
キ
や
ク
リ
な
ど

の
伐
採
に
か
か
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
者
／
自
治
会
単
位
。
補

助
対
象
の
費
用
／
市
内
の
民
間
業

者
に
伐
採
を
委
託
す
る
た
め
の
費

用
。
補
助
金
額
／
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
。
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。
申
請
締
め
切
り
／

７
月
31
日（
月
）。
申
請
方
法
／
申

請
前
に
現
地
を
確
認
し
ま
す
の

で
、林
政
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
申
請
方
法
を
案
内
し
ま

す
。
そ
の
他
／
必
ず
し
も
希
望
に

　
☎（
42
）４
２
５
２

　
中
丹
東
保
健
所

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
適
用
期
間
を
「
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
５
年
５

月
７
日
ま
で
」
に
延
長
し
ま
し
た
。

問
市
民
・
国
保
課

　
☎（
42
）４
２
４
６

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　
綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
心

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
家
族
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害

者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の

害
者
見
舞
金
の
給
付
▽
市
営
住
宅

へ
の
家
族
と
し
て
の
申
し
込
み
│

そ
の
ほ
か
民
間
サ
ー
ビ
ス
で
、
家

族
と
し
て
利
用
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
F（
42
）２
０
３
０

母
子
家
庭
奨
学
金

　
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し

ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
、
ほ
か
の
奨
学
金
等
と
併
給

調
整
し
ま
す
。
年
度
途
中
に
対
象

要
件
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
支
給

額
の
返
納
が
必
要
で
す
。
申
請
／

毎
年
必
要
。
５
月
31
日（
水
）ま
で

に
こ
ど
も
支
援
課
へ
。
期
限
以
降

の
申
請
は
支
給
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
そ
の
他
／
５
月
11
、
18
、
25

日（
木
）は
、
受
付
窓
口
を
19
時
ま

で
延
長
し
ま
す
。
４
月
16
日（
日
）

９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま
で
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

問
こ
ど
も
支
援
課

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

　
冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
に

入
る
と
き
は
、
遭
遇
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携

帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を
示
し
ま

し
ょ
う
。
万
が
一
の
た
め
、
ク
マ

撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携
帯
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
早
朝
と
夕
方
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の

木
な
ど
は
早
め
に
伐
採
し
、
ク
マ

の
餌
と
な
る
も
の
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
人
に
注
意
喚
起

す
る
た
め
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
と

き
や
ク
マ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
も

の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
林
政
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ
り
を

野
町
）。
定
員
／
先
着
10
人
。
対

象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以

上
の
人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代

３
６
７
０
円
。
申
し
込
み
／
５
月

17
日（
水
）ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
障
害
者
支
援
課

へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
４

　
F（
42
）８
９
５
３

　 shogaishashien@
city.

ayabe.lg.jp

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　
国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
利
用
者
の
視
点
で
川
に
関

す
る
情
報
を
い
た
だ
き
、
適
正
な

維
持
管
理
に
役
立
て
る
た
め
に
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
／
７
月
１
日
〜
令
和
６
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳

以
上
の
人
。
定
員
／
６
人
（
選
考

委
員
会
で
選
考
）。
謝
礼
／
月
額

４
５
０
０
円
程
度
。
応
募
方
法
／

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
５
月
19

日（
金
）ま
で
に
福
知
山
河
川
国
道

事
務
所
へ
。
備
考
／
同
事
務
所

通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課

程
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
８
月
29
日
の

毎
週
火
曜
日
19
時
〜
21
時
。
８
月

15
日
は
除
く
。
場
所
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／

市
内
在
住
か
在
勤
の
16
歳
以
上
の

人
か
市
内
在
住
の
高
校
生
（
高
校

生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）。

定
員
／
先
着
20
人
。
費
用
／
テ
キ

ス
ト
代
３
３
０
０
円
。
申
し
込
み

／
５
月
12
日（
金
）ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
障
害
者
支

援
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
４

　
F（
42
）８
９
５
３

　 shogaishashien@
city.

ayabe.lg.jp

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

　
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中

で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
に
、
話

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講

座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
27
日
、
６
月
３
日
、

17
日
、
７
月
１
日
、
15
日
、
29
日
、

８
月
５
日（
土
）９
時
30
分
〜
16
時
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入

　
市
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
（
プ
ラ
ス
）

等
の
性
的
指
向
が
異
性
愛
の
み
で

な
い
人
や
性
自
認
が
出
生
時
と
異

な
る
人
な
ど
が
お
互
い
を
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
届
出
し
、
市
が
公
的

な
受
理
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

で
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
で
あ
る
こ
と

を
認
め
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。（
記
事
Ｉ
Ｄ

３
１
３
８
）

対
象
／
双
方
が
成
年
に
達
し
、
そ

の
一
方
か
双
方
が
本
市
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人
▽
双
方
が
現
在
婚

姻
し
て
お
ら
ず
、
届
け
出
を
し
よ

う
と
す
る
相
手
以
外
に
事
実
婚
の

関
係
に
あ
る
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
形
成
し
て
い
る
人
が
い

な
い
人
。
提
出
書
類
／
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
届
▽
住
民
票
の
写
し
か

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
▽
現
在

婚
姻
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
。
提
出
場
所
／
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）。
提
出
す
る

場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
／
犯
罪
被

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。

問
同
事
務
所

　
☎（
22
）５
１
０
４

　
F（
23
）６
７
４
１

４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
６
９
４
人
（
男
１

４
７
１
８
、
女
１
５
９
７
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
１
６
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

２
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

３
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
１
３
㌧
（
前
年
比
４
・

４
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
83
㌧
（
同
８
・
８
㌫

減
）
で
し
た
。

年
間
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
５
０
２
１
㌧
（
同
２
・
３

㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す

る
ご
み
は
９
４
７
㌧
（
同
０
・
４

㌫
減
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

５
月
９
日（
火
） 

■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

５
月
14
日（
日
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

５
月
17
日（
水
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

５
月
23
日（
火
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

春
の
さ
さ
や
き
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
展

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）〜
31
日（
水
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

弥
仙
山
三
社
大
祭
・
山
菜
ま
つ
り

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

弥
仙
会
館
（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

み
ろ
く
大
祭

■日 

５
月
５
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日 

５
月
13
日（
土
）〜
６
月
26
日（
月
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

第
71
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

春
季
大
会

■日 

５
月
14
日（
日
）■時 

８
時
40
分
〜

■場 

総
合
運
動
公
園
ほ
か
各
競
技
会
場

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ・フォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
綾
部

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
１

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 
５
月
24
日（
水
）

■時 
14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 
図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り
作
業

■日 

５
月
27
日（
土
）■時 

８
時
〜
10
時

■場 

志
古
田
橋
付
近
（
睦
寄
町
）

■問 

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

　（環
境
保
全
課
）☎（
42
）１
４
８
９

育
児
相
談

■日 

５
月
９
日（
火
）

■時 

午
前（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル（
乳
児
）。

　歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

就
職
相
談

■日 

５
月
９
、
23
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

９
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
23
日
＝
市
役
所
西
庁
舎

１
階
会
議
室 

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

５
月
10
日（
水
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

綾
部
会
館
（
味
方
町
）、
物
部
会

館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 
５
月
10
、17
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

10
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
17
日
＝
市
役
所
会
計
課

横
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

交
通
事
故
相
談

■日 

５
月
11
、
25
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

女
性
相
談

■日 

５
月
11
日（
木
）、
17
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

空
き
家
相
談
会

■日 

５
月
11
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
５
月
２
日（
火
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 

５
月
12
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

５
月
17
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

５
月
17
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

５
月
18
日（
木
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

５
月
18
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
11
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

５
月
22
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

５
月
24
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

６
月
６
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
30
日（
火
）〜

　６
月
２
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

５
月
７
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

５
月
７
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日 

５
月
11
、
18
、
25
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

※

母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
請

■問 

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
地
域
振
興
基
金
に
》

平
田
和
生
（
駅
前
通
り
） 

10
万
円

《
市
内
小
学
校
、
園
に
》

小
西
潤
（
京
都
市
）
児
童
書
20
冊

社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

28
件 

５
４
９
万
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
5
〜
6
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

https://reformshop-koh.com/
　 info@reformshop-koh.com

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

墓石・庭石・神社関係・住宅関係・墓地管理
石のことなら何でもご相談下さい

623-0362  京都府綾部市物部町濁渕36
代表　岩﨑  拓也

TEL：0773－21－9013　FAX：0773－21－9035
E-mail：ayabesekizai@gmail.com　H.P：ayabesekizai.com

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

５
月
９
日（
火
） 

■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

５
月
14
日（
日
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

５
月
17
日（
水
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

５
月
23
日（
火
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

春
の
さ
さ
や
き
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
展

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）〜
31
日（
水
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

弥
仙
山
三
社
大
祭
・
山
菜
ま
つ
り

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

弥
仙
会
館
（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

み
ろ
く
大
祭

■日 

５
月
５
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日 

５
月
13
日（
土
）〜
６
月
26
日（
月
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

第
71
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

春
季
大
会

■日 

５
月
14
日（
日
）■時 

８
時
40
分
〜

■場 

総
合
運
動
公
園
ほ
か
各
競
技
会
場

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ・フォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
綾
部

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
１

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 
５
月
24
日（
水
）

■時 
14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 
図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り
作
業

■日 

５
月
27
日（
土
）■時 

８
時
〜
10
時

■場 

志
古
田
橋
付
近
（
睦
寄
町
）

■問 

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

　（環
境
保
全
課
）☎（
42
）１
４
８
９

育
児
相
談

■日 

５
月
９
日（
火
）

■時 

午
前（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル（
乳
児
）。

　歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

就
職
相
談

■日 

５
月
９
、
23
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

９
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
23
日
＝
市
役
所
西
庁
舎

１
階
会
議
室 

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

５
月
10
日（
水
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

綾
部
会
館
（
味
方
町
）、
物
部
会

館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 
５
月
10
、17
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

10
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
17
日
＝
市
役
所
会
計
課

横
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

交
通
事
故
相
談

■日 

５
月
11
、
25
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

女
性
相
談

■日 

５
月
11
日（
木
）、
17
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

空
き
家
相
談
会

■日 

５
月
11
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
５
月
２
日（
火
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 

５
月
12
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

５
月
17
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

５
月
17
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

５
月
18
日（
木
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

５
月
18
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
11
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

５
月
22
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

５
月
24
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

６
月
６
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
30
日（
火
）〜

　６
月
２
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

５
月
７
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

５
月
７
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日 

５
月
11
、
18
、
25
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

※

母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
請

■問 

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
地
域
振
興
基
金
に
》

平
田
和
生
（
駅
前
通
り
） 

10
万
円

《
市
内
小
学
校
、
園
に
》

小
西
潤
（
京
都
市
）
児
童
書
20
冊

社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

28
件 

５
４
９
万
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
5
〜
6
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長
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募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。
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農業を支える
栗村井堰土地改良区

　今回の情報すくらんぶるは、由良川から農地へ水
を送る井堰の管理を担う栗村井堰土地改良区（川島
信治理事長、以下栗村改良区）を紹介します。

重
要
施
設
を
安
定
的
に
管
理

　土
地
改
良
区
は
、
農
業
を
営
む
た
め

に
欠
か
せ
な
い
た
め
池
や
用
水
路
、
農

道
等
の
施
設
を
維
持
管
理
す
る
組
織
と

し
て
、
昭
和
24
年
に
全
国
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
に
は
４
つ
の
改
良
区
が

あ
り
ま
す
。
位
田
橋
付
近
の
取
水
口
か

ら
由
良
川
の
水
を
引
き
入
れ
る
栗
村
井

堰
は
位
田
町
か
ら
福
知
山
市
私
市
ま
で

の
２
１
６
・
６
㌶
と
い
う
広
大
な
農
地

へ
水
を
送
る
重
要
な
施
設
。
栗
村
改
良

区
で
は
井
堰
や
用
水
路
、
揚
水
機
等
の

施
設
の
管
理
に
取
り
組
み
、
農
業
の
振

興
だ
け
で
な
く
自
然
環
境
や
美
し
い
田

園
風
景
の
保
全
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。

全
土
連
会
長
表
彰
を
受
賞

　栗
村
改
良
区
は
３
月
23
日
、
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た
全
国
土
地
改
良
功
労

者
等
表
彰
式
（
全
国
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
主
催
）
で
「
全
土
連
会
長
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
＝
写
真
右
。
永

年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業
に
尽
力

し
、
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

108

地元小学校では毎年、栗村井堰の理解を深める授業を行って
いる

　今回の受賞は会員の日々の活動があれば
こそ。高齢化などで年々減少する農業人口
ですが、変わらず美しい田園風景を維持で
きるよう努めています。井堰は消防用水と

しての役割も担って
います。このことを
皆さんに理解してい
ただくとともに、こ
れからも支援をお願
いします。

同区理事長
　川島 信治さん


